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 9月12日（木曜日）午後1時

30分から、果樹研究所研修館に

おいて、果樹関係研究成果発表

会を開催しました。生産者をはじ

め、農業団体（果実連、県内各

産地の農協等）、市町村、県関

係者等約100名が出席しまし

た。 

 まず、果樹研究所、球磨農業

研究所及び天草農業研究所から

本年5月までに公表された農業

の新しい技術、農業研究成果情

報について、計8課題の発表を

行いました。それを受けての討

議では発表内容や、普及上の課

題等について質疑・意見交換が

行われました。 

  

 成果発表終了後は、現地検討

会として、常緑果樹では施設栽

培ヒリュウ台「肥の豊」およびカン

キツ「熊本EC11」の栽培技術、

落葉果樹ではナシ新品種「甘太

（かんた）」の紹介を行いました。

ここでも活発な意見交換が行わ

れ、充実した成果発表会となりま

した。 
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新技術の紹介              

 P.2 WCS用イネは細断によりバン

カーサイロで調製できる 

成果情報 

  P.3 球磨地域における大麦「は

るしずく」の生育・収量と気象要因

の関係 

 P.４ 露地「肥の豊」の簡易樹体被

覆栽培では、３月収穫の樹成り完

熟果実は３割程度とする 

        

発表課題 

・加温栽培ヒリュウ台「肥の豊」における若木期の樹冠拡大のための着果

程度と成木期の樹体生育と果実品質 

・カンキツ「不知火」のこはん症の発生要因 

・露地「肥の豊」の簡易樹体被覆栽培における樹成り完熟果実の着果程

度 

・初着果時のヒリュウ台「河内晩柑」を樹冠拡大させるための着果方法 

・ナシ「秋麗」の除芽による摘果作業労力軽減技術 

・摘蕾および早期摘果によるナシ「あきづき」果実のコルク状果肉障害発

生軽減 

・クリ「ぽろたん」におけるネス

ジキノカワガの虫糞を指標とし

た防除適期 

・クリシギゾウムシのクリ果実

への加害時期と収穫期直前の

立木防除による被害抑制効果 



 ＷＣＳ用イネは、モアやロー

ルベーラー等の牧草収穫機械

や専用収穫機を用いたロール

体系でサイレージ調製が行わ

れていますが、天候やほ場の

状 態によ り 作業効率 やサ イ

レージの品質が大きく左右され

ます。そこで効率的なＷＣＳ用

イネの調製技術として、バンカーサイロで調製する方法を明らかにしました。 

２ 

技術の特長 

①専用収穫機による細断型ロール体系と比較し、作業時

間を約１６％削減で きます。 

②ＷＣＳ用イネの切断長が短い程、バンカーサイロ内の

梱包密度は高く、良好な発酵品質が得られます。 

③ＷＣＳ用イネの切断長が３３ｍｍまでであれば、１０ヶ月

程度の長期保管が可能です。        

留意点 

①効率的な作業のため、１筆あたりのほ場面積が広く、ほ場からバンカーサイロまでの距離

が近いことが望ましいです。また、ＷＣＳ用イネを運搬するトラックの台数は検討しておきま

しょう。 

②切断長が短いことから単味での給与を避け、ＴＭＲでの給与を推奨します。また、ＴＭＲの

設計は飼料の物理性を考慮した設計が必要です。 



 球磨地域は県内有数の二条大麦産地ですが、近年の球磨農

業研究所における大麦「はるしずく」の作況試験の収量の変動は

大きく（図１）、平成28 年産は平年比67％と過去最低を記録しまし

た。そこで、栽培指導の基礎資料のために、作況試験の結果と気

象要因を解析し、低収要因を明らかにしました。 

◆研究の成果 

１．播種期から出穂期までの気象要因では、積算降水

量と穂数に弱い負の相関（降水量増→穂数減）があり

ました（表１）。  

２．出穂期から成熟期までの気象

要因では、積算降水量と収量に負

の相関（降水量増→穂数減）があ

り、積算日照時間と千粒重に強い

正の相関（日照時間増→千粒重

増）がありました（表１）。 

 ３．出穂期から成熟期

までの積算降水量が100

ミリ増加すると子実重が

5.1kg/ａ減少すると予測さ

れます（表２、図２）。 

◆普及上の留意点等 

１．球磨農業研究所における

過去10 年間（平成19～28 年

産）の大麦作況試験結果、お

よび気象要因（アメダス：あさぎり町上）を解析した結果です。 

２．耕種概要は、11 月下旬播種（播種量６kg/10ａ）、畦立４条播（畝幅

150㎝、条間30㎝）、窒素7.0（基肥5.0＋追肥2.0）kg/10ａ、リン酸12.7 

kg/10ａ、カリ10.0 kg/10ａ、その他の管理は地域の慣行に準じました。 

３．排水の良い転換畑での試験結果であることを踏まえ、ほ場条件に

拠らず排水対策（額縁明渠や弾丸暗渠の施工など）が必須であること

を指導する際の参考としました。 

「大麦は湿害に弱い」との言葉どおり、出穂後の降水量が

大麦の収量低下の大きな要因となっていることが本研究で

明らかにされました。気象に左右されない麦作りのため、

排水対策を徹底しましょう。（農業革新支援センター） 

図１ 球磨農業研究所における大麦「はるしずく」作況試験の収量

と降水量  注１）平成19～28年産、平均収量53.6kg/a（標準偏差

±11.2）注２）降水量は「はるしずく」の生育期間における値 

図２ 大麦「はるしずく」作況試験の収量と出穂期～成熟期ま

での積算降水量の関係注１）*は5%水準で有意であることを

示す。 

３ 
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本紙の内容に関するお問い合わせは、 

企画調整部 企画情報課 まで 

ご連絡ください 

 本県の主要柑橘である露地栽培「肥の豊」においては、これまで、簡

易樹体被覆資材（資材名：i ネルコート）による被覆栽培で、水腐れ症の

発生を軽減できることを明らかにし

ました（図１）が、全果実を３月まで

樹上に成らせておくと、樹勢低下や

翌年度の着花・着果不足が懸念さ

れます。 

 このため、簡易樹体被覆栽培にお

ける安定生産のための適正な３月

収穫量を明らかにしました。 

研究の成果  

１．１１月下旬に樹体被覆（被覆資材：i ネルコート）し、１月

下旬に７割収穫し、３月に残り３割を収穫する３割区は、３月に５割収穫する５割区および１月に収穫

せず３月に全量収穫する全量区に比べ、収穫量の変動率が小さ

く、連年安定生産できます（図２）。 

２．樹当たりの４年間の累積収量は、

３割区で最も多く、次いで５割区、全

量区で最も少なくなります（図２）。 

３．果実品質は、３月収穫した果実は

１月収穫より糖が高い。また、３月収

穫割合の違いによる果実品質の差は

ありません（表１）。 

普及上の留意点 １．本成果は「肥の豊」を用い

たものですが、「不知火」でも同様と考えられま

す。 ２．３月に収穫する果実は被覆資材による

すれ傷を避けるため、樹冠内部の果実を中心

に残します。 ３．簡易樹体被覆栽培を行う場合

も、着色終期のジベレリン散布は必ず行ってく

ださい。 ４．資材による保温効果は期待できないため、寒波情報に注意しながら、寒害被害が発生するおそれがある場合

は、早めに収穫してください。 

４ 
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写真１ 簡易樹体被覆資材の設置状況  


